

























ノ使アリ、是レ他ノ子弟ノ一戦俄ニ工業ニ士山スモノノ比一一アラザルナリ。放}一此等工業家ノ子弟ヲ入学セシメントスルニペエ梁故モ径践ノ地 鎖 ヒ設定スルコト肝要ナリ。方今位上ノ職エタルモノヲ見ルニ、機ネ工業家ノ徒弟ヨリ養成セラレタルモノタリ、叉叡ミテ工業家ノ境遇 多クハ自 ニ於テ営業 少数 徒弟ヲ伎役久ルニ過ギザルヲ以一ア、能ク懇篤 従弟ヲ養成スルヲ符ルト鋭陀、今後漸次業務ノ発途ス ニ従ヒ、或ハ多クノ戦工ヲ使役シ、或ハ会社ヲ組織シテ数多ノ機工 使 九 一一五レパ、徒弟 養成スル復前日 如クナ 能ハザルベシ。






















余数一一辺ヲ大波市新聞紙一一段叫セ、工業学校ヲ同市ニ設院スルノ必姿ナルヲ論ジ、以テ隠市民諸活…一議ル所アリ 。ネニ同市民諸訪中賛成セラル、者アリ一ア、災施設方法ニ関シ、余ノ立見ヲ問ハル、モノ少カラズ、依テ左目一人ホガ此強工業学校ハ、北ノ如キ方栄 一依レバ、乃チ迎切ナラント思考スル所ノ概姿ヲ叙述シ、諸君ノ参考一一供セントス、献 斤ノ徴茨採択 ラパ卦一十兆…ナリ。学科ハ、機械及化学工業 閃スル二科トナシ、学 ト山中〈修トヲ川町諜スベシ。間シテ災修染年限ハ各 一ヶ年 シ 災学 耐火修トノ溺合ハ、粉均シカ一ブシメ、円以後ノ第一一一年ニ於一アハ、市内工場中段モ適当 ルモノヲ撰ど、以一ア現業総程一一従事セシムルコトヲ得パ、教育上大ニ可ナル 党三入学者ノ資格ハ、年約十瓦 以上 シテ、世…〈栄家 子弟務クハ将米工業に従セントスル、志望ノ殺凶ナルモ トシ、 仰シテ其争力ハ小学均等科 卒業セルモノ若クハ之ニ初当スル内子力ヲ有スルモノタルベ 。卒業生ぺ自家常茶/如キ、規模狭少ナ 工梁ニ適スル者ヲ養成スル 以テ其ま限トナ
λベシ。犬ノ劇的悦ノ大ナル工業一一従事スル技術者ノ如キペ枇巴一一之



































日一奈テハ未タ甚タ泌絞ナルヲ免カレス帝国大学 中ニ工科大学一/ルモ彼レハ高WMナル学術ヲ研修スルヲ目的トシ。災他ニモ技芸教育苛ノ施スモノナキニプラサルモ。是レハ総一て一不完全一一シテ数ブルニ足ラス 収タノ来京 存
スルノミニシテ。以テ今日ノ急記ニ足ラサルコトナルヵ。当局者此一一見ル処アルカ。今回大阪市日二/工業学校ヲ起シ。混在ノ東京工業学校-一…倣ヒ。学科ヲ務以工芸鉱山ノ二科トナシ。擬ンニ技芸教育ノ発迷ヲ間同一フントノ計磁アル出向テ。現ニ大阪市民ハ此事ヲ問キ 大ニ此挙 賛 之カ剖倍以内以ノ幾分ヲ谷間スルノ協議ヲナシ活ルト一広三大阪/地古来型産興業ノ議トナス。此地ニシテ工栄学校ノ設立サル、ァリ 京商相応シテ育英ノ道ヲ図一ブハ。国家筋強一一 得叫ん肌ス
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工業ハ船底ノ一大前討議ニシテ之 娠輿ヲ図リ子弟ヲシテ実業ニ従事スルノ制限ヲ待セシメンニハ此秘ノ技宗教脊ヲ鉱充セサ ヘカラス願フニ本邦間有一一 一アエ栄一一於テハ共精巧観ルヘキモノアリト倣モ機械的及化学的 業ノ如キハ尚米タ絞ハス此ヲ欲米工業/進歩一一比スレハ其及ハサルコト謀迷シ 一一輸入口問中機械的及化学的製品移多ニシテ輸出口問中大学 米製品及半製品目一印刷シ製巡品即チヱ業者ノ製造ヲ
γ
ヘタルモノニ至テハ殊一一円以少ナルヲ以一ア推知スヘシ設工業ヲ降
日間一一スルノ 倒ニ就 ア社会経済ノ状勢 一関聯シ川中ニ工業者ノ知識技術ニノミ頼ルベカラスト総モ初モ之カ発述ヲ 関シ欧米近川町ノ工業ト相馳制的セシメント欲セハ須一フク技芸教育ヲ拡充シ日新ノ学 ヲ実
t栄ニ応用シ実業及学理ヲシテ街活
勝進 シムルヲ以テ先務トスヘキナリ本邦工業教育 高等ナル ノ 工科大学ニシテ主トシテ技部タルヘキ者 養成シ之ニ次キ其低等ナルモ 東京工業学校ニシテ十点トシテ職工長タルヘキ者ヲ養成セリ而シテ後者ハ前者一一比スルニ上多数ヲ要スルハ論ナキナリ抑モ来京工業尚子校ハ間ト職 学校ト称シ去 明治十四年ノ設立-一係リ機械化学ノ岡工作 山科ヲ段キ工科大学 抑制待チテ前節 骨組

















































































































































































木邦掛川造法は一一一百年米の習慣に止り尚ほ依然として共旧套な州制する能はさ は未だ持て先議の科学的実験の続無く単 口伝手授に過ぎずしてハ止さへ未だ記録の索ぬべきものなし放に方米幾百の実験を近ぬるも未だ確実なる一定の方法を発閉山する能はさる所 り凡そ
んベ事実の研
技術の改諮問進歩を誤らんと欲せは










































(一)学校ニ於テ可及的生徒ヲシテ実験ニ従事セシムルヲ日的トスト雌午校ノ実験ニハ自ラ定限アワテ各般ノ工作一一従事セシム コト能ハザルハ勿論ナワ故ニ時々阿川郎ノ工場ヲ巡視セシメ機械及装民ノ実況ヲ参考セシメ間見ヲ出向ムルノ利川氏ヲ有ス(二)大阪ノ工梁ハ維新以後ノ発達ニ係ルヲ以テ学泌ノ応川川 待ツ 飢ル切災ナリ学政ト実業ト 一致配合セシムルニハ此地 円以そ川叫んぷナリトス(一一一)方今ノ急務ハ新工業ノ発達ヲ奨励スルト向附ニ悶有ノヱ梁ヲ改良ス コトヲ要ス即チ陶加漆保利山市ノ如キハ以名産地概ネ問凶地方一一点ルヲ以一ア該刑判ヲ教授スル一 日収モ使公ヲ有ス(矧)内子校ハ唯 学利一ブ教授スルノミナブス一]栄者タ ノ気風訂ノ養成スルコトヲmr
ス大阪ハ商業的及工業的ノ人多キヲ以テ其ノ感化ヲ受クルコト桜メテ多
、ン







府県総出入工産物ノ丞ナル綴類峨敗、紙、製鋼、友禅染物、燐寸、石除、紡絞糸、団一一応及扇子、木綿段通、成了類 鉄器、燦化及瓦、絞油、放前判然、寒天、平一ナ拭明染、唐木細工、硫般類 清酒、怒川部 製践、皮類、毛織物、絢探類、英大小 平成品輸入仕出地方第
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又紡総総統ノ輸入ハ明治ノ初年ニ在リテハ総 二二万円ナリ モ年々需用ヲ増加シ二十…年ニ至リテハ千一一一百万円ノ多額一一昨日以 尚巡ミテ止マザルノ勢ナヲキ然ルニ紡印刷会社ハ頗ニ起リ災/輸入ノ大半ヲ紡圧シ二十凶年 五百五十万円二十五年ハ七百万内ニ減却シタ 紡絞総ノ需用ノ治加 年々者大ナルユ拘ラス刻ノ如ク輸入高ヲ減却シタルハ内田紡政梁 進歩ヲ徴 ベキナリ本年九月一一於テ聯合紡総会社ノ数 四十六箇所一一シテ録数五十六万三千九夜間十八木ナリ本年七月ノ運転錘数ハ一一一十一一…万八 九百一 十八木ニシテ製紙ノ山口何人
年ノ製山山総ヲ捻鉱セパ千万貨ニ迷シ其ノ代



























陶磁器製造ニ付テハ本邦特殊/利便ヲ有ス乃災ノ 兆 筑ニ滋ムコト他国其ノ比見ズ市シテ織工手指ノ巧紋、資銀ノ低成特 ノ立任絵邸内縁地間以テ仏独ト競争スルニ足ルベ 而シテ其ノ輸出先ハ北米合衆国ヲ以 主トナルモノトス ガ故ニ共ノ勝良力ニハ尚終止余地アリ悶テ災ノ素質ニ改良ヲ加へ立医 一注なシ粗製滋造ノ弊ヲ絶ツトキ 其ノ阪額ヲ倍淀スルコト疑ヲ終レズ共他政，川判編制削傘楽大小綿脳等/製造/如キ近時大一一発途シ出国外調ニ向テ輸出スルニ一品工日 タリ而シテ軍縮問加盟硫，熊石総治等ノ化学的 製造モ亦漸ク将ニ発途セントスルノ勢アリ銀工業ノ如キモ亦火山一巡歩ヲム一次シタリ工業幼稚ナル状態然レドモ我ガ工業 幼稚ナル点 挙グレバ生紙 如キ尚一 …千九百万円銅ノ如キ四百八十万円ノ多額ハ共ニ半製品叉ハ組口問ヲ以テ輸出スル モノニシテ往々彼ノ人工ヲ加へ復ど 間一一輸入スルモノアリ叉漆総 楽ト我国ノ専有ニ属 年々









独逸一一於テハ二百万馬力一川町行川町院で一シテ自存義ノ小間ト縦一一一十 一芳七千尽力抗一円以桁ノあてキニ迷ス今我馬力数ヲ英悶ニ比 レバ保三日分ノ ニ過ギス
前日一掬ケタル水車ノカハ工場一一一於テ用フルモノナルニ依リ村落ニ別フル粉挽
其他ノ小袋町ヲ合計スルト 史ニ或ハ十九倍乃歪十依ニ芥ルベシト総到氏五万馬力ヲ趨ヘザルベシ北米合衆国 一於テハ百二 五万応 /水力ヲ利刈ス 一以ブ投開労働ノ賃銀ハ頗ル低廉ナリト統天然ノ原動力ニ向テハ刻彦氏敵スベカラザルナリ我凶ハネニ石川ぞ石川、、、及同様流到ル所ニム松ルヲ以テ後米益々蒸気水カヲ利
m
シ位相以/低成ナル附刷工ト相侠テ製法楽ヲた述七シメザルベカラザルナリ工来上ノ捌点
前段ニ述ブル如ク 工業ヲ起ス一一迎沼ナル数個ノ利便ヲ有ス カ政一一前途頗ルなず虫ナリト隊現十松山一於テ二個ノ没ナ 闘点 存ス ハ工業務一一 一倣 い何十
Jフ
































































































































































































































久ト一一品ブコトデ災半ハ大阪カラ獄純一一ナルト公ブコトニナツテ活リマスガ、共学校ノ建築ノ紋様並一一災学科ハ当分或ハ金ヱ リ、木工ナリ、織物トカ染物カ一広フモノヲ怒ク初メカラ位クトヵ、或ハ何ノ仕事ハ当分絞カズ一一、長丈ヲヤルト 云フ郷見込ガ立ッテ問的ルト思ヒマスガ、議中今日 建築ニ就イテノ技師そ































カラ化学ノガニ於テ染色鋭治 ソ ラ窯業デゴザ マス悌 同ハ妙ナ字デ山八冠
ηノ
ノ中ニネヲ万一いクノデス:::製紙:::紙ヲ製シマス、ソ ト漆総デコザイマス、冶金ガ禾グプリマス、本八レ等ガ化学 一民シ ア賠 先ツ大体取調タ所デ斯ノ如クデアリマス、併シ必カラ執行スル同ニ当リ二ア羽減、或
H一止レト必レ






























一広フコトニ付イテハ刊紙一一一一ツノ限自ガアル、一ツハ修業的帥械工タルモノ、叉一ツハ取独的職人タル者ト二ツノ大製造場一一於ケ 職人ハ修栄的ノ職 デアル、自身ガ彫刻ヲスル カ小サイ物ヲ時ヘルトカ 以フノハ 単独的職工デアル、サウニット分ツト今皮ハ其者ノカニ応用シテ所約技師
ili
職工長ノ上ニ箆シテ物
ノ芯…股ヲ定タメ、ソレカラ災下一石川クノガ職工炎デ、サウ テ一ガニハ 人ヲ監校吋ハルコト、兆一一一 川闘/本一一対シテ郎関シナイヤウニ当テ符メ ノガ職工長デプル、下ニ厨ルモノガ郎チ験工デアツテ、兵計的及腕帆 長ノ見込ニ従ツテ器械的ノ運動ヲスルノガ、間附チ職工
Jア、災一一一ツヨリノ他一一般工ヲ旋ハウト一五フ目的ハ













思ブ、従ツテ問ジ三年/者デアリマスレパ、学問ト一又フ傾ハ総 作氏ハ割合一一余計ニシテ職工ト一スフガデ 災地一一余計サセレバ笠シイ 公ブヤウ一一修栄時間/上ニ、幾ラカ注立シ 往カナケレバナラヌト思ヒマス、所ガ職工ニ成ルニモ不熟練デプルト一おツテ、叉職工長ニ成ルニハ出版物ヤ何カニハ甚ダ学問ガ少イ、期ウ一去フ者ユ成ルト職工ニモ不適当デアルガ、職工野沢一一モ成レヌト一公フコトルモ尤モ学問ヲシナイデモ戦力カラ顕ハレテ佼鉾 大キナ位低ヲ終了ア、附刷工開制ヲヤツテ居ル者ガプル、兎一一角関家ガ人ヲ教育シテ金ヲ校シテ猿成 タ一玖フ以上ニハ、山山米テ臨グニ家政ノ助ケニ成ル、八止レ丈ノ者ヲ作リ仰向ルト云ブガニ向ケナケレパナラヌノ ドチラニモ適当 ナイ、此卒業 テ内ニ熟練シナケレパナラヌト一以ブヤウナコト ハ今日我ガ天下/子弟ヲ教育ス 道一 於テ不適当デアルマイカト忠ヒマスO医科大学教授(宇野郎君)
御尤デゴザイマスガ、耐火ニ何デゴザイマス、此職








































































箆ノ仕掛ヲ設ケル両様設ケルト云フノデスネ、実ハ私ハ事柄ハ迷ウガ走、迄教育ニプルコトハ事実上適当シナ コトガ沢山アル、手紙記クコトハ家一一米テ明日プ、普通ノ手紙 ヤリ取リノ文句ハ自宅デセヌ以上ハ出米ナイ、是 己一一芳川震ガ文部大庭 時分ニドウデス、 部省ノ数市内ハマル うそデハナイカ、サウダ其通リダ、己レ 娘ヲ学校ニヤルガ習ツテ米ルノハ習ツテ来ルガ、当リマへノ乎紙ハ別ニ数へナケレパナラヌト言ツ夕、今ノ鍛冶屋ノ如キモノモサウデアル、浅取ノ如キモノデプレデ教授スル 製造所ノ職工トカ機工長一一ナル ハ宜イケレドモ、
俗人トシテハアンナ仕掛ハ日本一一ハ出来ナイダカラ、教へテモ周ヲ










































































タメ一一、究用モ余計費ヤシ、サウシテ割合一一実業-一生活ノ道一一就キ怒イ様ナ風デアルカラデアラウト思ヒマスカラ、此年限ヲ綬クスルト一スフコ カ出米ルナ一ブ賛成デアルガ、サウ一広フ仕組 ナサル訳一一参リマセヌカO文部書記官(小山健一一一活)股ノ事ハ御同意デゴザイマスルガ、年限ノ方ハ入学ノ程度ヲ高等小学ヲ卒栄シタ者ト致シマシタ以上ぺ入学 シムル程度ガ低ウゴザイマスカラ、這入ツテ三年デハ不足デアラウト思ヒマスO(鈴木万次郎沼)
ふ/旦災居住ノ全体カラ見マスト、彼等ノ験工中山一ハ学問ト








アルカ一ブ先刻ド 一広ブ穏類カラ生徒ガ這入ツテ来ルト一試フ見込ニナツテ居ルト一一品フコトヲ尋ネタガ、サウスルト滅工長ヲ作ルデ ナケレパ職エヲ作 モ
ナイ、機農ノ立派ナ者ガ這入ツテ米ルトスレバ初メノ御答トハ段々御答ヲ熔クニ従ツテ矛盾シテ米ル様一一思ハレルO文部品中日記官(小山健三世相)私ノ申述べ方カ怒カツタカ知リマセヌガ、私ノ思想デハ矛盾シテ蔚一フヌ積リデゴザイマス、ソレハドウカト云フト純粋ノ職工寧ロ労働者ノ這入ツテ米ルト一一品ブコトハ閑難デアラウト忠ヒマス、矢張リ親方株トカ頭領株トカ設問
T一政角ヲ現ハシタル者ノ子弟カ這入ツテ来ルモノデアラウト
閉山ヒマス、純然タル叩キ大工トヵ、或ハ向フ槌パカリヲ持ツテ厨ル様ナ者ノ予弟ハナカ/\混入ツテ米 コトハコザイマスマイガ、或ハ鰐士山ノ者モゴザイマセウ、或ハプ コ 工合ノ替イ人モゴザイマセウガ、実際上カラ見レバ一家ヲナシテ職人ノ一一一一一人モ置クトヵ、或 小僧ノ四五人モ資イテ股ル者ノ子弟デナケレバ山山米マイト思ヒマス。〈鈴木万次郎君)
サウデアルナラパ、職工長ノ養育ハナラヌノデアル、資産
ノアル者デ凶陣織トカ或 西京ノ友染機ノ中 資産ノアル者ノ子弟 這入ツテ来ルト云ブナラパ、何ゼ初メカラ蹴刷工長剣チ浅箪ニアル東京工芸学校 様ナ仕組一一ナサラヌデ、ソレヨリ下ノ緩皮ノモノニセラレタノデアルO文部設記官(小山健一ニ君)結果ハ職工官民ニ受ルノデゴザイマスガ、唯途ガ透ゥ、間ヨリノ職工長ト申シマスト職工長 幅ガ広クゴザイマス ラシテ、中学ヲ一一一年ヤリマシタモノデナケレバナラヌト公フ訳モゴザイ マイカラ、其中一一ハ~MMイ教育ヲ受ケタ者モアジ高イ教育ノナイ者モアリノ得ベキコトデゴザイマス






アル、規則ニサウナツテ厨ルケレドモ、ソレガ全国一一アルカナゼナイカト云フノニ小学ノ高等科ニ自分ノ小供ヲ入 テ卒業サセ様ト怠フ位ノ者ハ、資産プル者デ職人ノ小供杯ト一一山フ者ハ高等小学モ殆ド卒へナイノデアル、卒ヘルコトガ出来ナイ デプル、資産プル者一一 果シテ潟等小学科ニ迄入リソ得 資渡ア ニソコニ持ッテ往ッテ工科或ハ淡 トカ云ブ様ナコトガ設イテアルカ一フ、反合同一ナッテ居ル、規則ハ反合ニナッテ賠 カラ、
一一国ノ状態ハ白木ノ批判工社会ノ状
態ト一おフモノヲ見 、是デハ不十分一アアルト思ツテ其点ヲ考ヘ 出米ヌケレバ仕方ガナイカラ、ソレ相応ナ規則ヲ作ツ 実施サセル ニセンケレバナラヌ、成程巾…日イテアル上カラ見レパ、化学 何年ヤツテソレカラ工科 幾ラヤツ 、ソレカラ実地応剤ヲ幾 ヤツテト公フ様ナコトハ大変諮問イケレドモ、日本今日ノ機工日以タル一家ヲ為シタル染屋 ヵ 大工ノ頭領 カ云フ様 小学ノ高等科ヲポ
Tヘサセルモ森岡却ナラヌト一氏プモノニ持ツテ往ツテ、尚四年モヤルト…去ブコ




























スト、一玖フト、東京工業学校一一致シマシテモ多少役一一ナルモノハナイノデス、出米上ツタ所デ持テ余ス、初メカラノ精神ガ尋常中学ヲ卒業シタ老若クハ造一一相当シタ者ハ試験ヲシ 入レル、ソレデ父兄ハ役人一一ナルモノト忠フテ居ル、所ガ出米上ツタ所デ売レ先キガナイ、仕事ガ出米ヌト云フ様ナ デプリマスカラ、矢張教授スル人モ役人ノ顔ヲシテ教授スル、這入ル始ハ役人ニナル積りデ生徒ニナルト一スフ訳デアリマスカラ、目的ト大変速ヒマスカラ、アレ丈ノ余ヲ掛ケテ工業学校ヲ卒業シテ、近米段々…矧ケマシテアリマスカラ、位ノ山中ノ風淑モ一変シマスカラ、従来/有様デ見マスト、他ノ実業…一一服スル学校ニ就イテ、私共絞験ガプリ 、数年前迄私共ノ郷恩ニ 県立山氏学校ガアツテ 県立政学校三治人ツテ賠ルモノハ何 スルカト一試フト 民事ノ突地ノ研究ニ従事スルモノハ殆ト百 ノ中ニ十人ハムハケシイ、円札シウゴザリマスカ、或ル奴ハドウ一去ブ奴ガアルカト云ブト中学校 中デ英議ト 侭トカ無踏 教フルモノデプマスカラ、後ニ医者ニナル奴モソコ一一一一一
-U入テ厨ル、由民学校ヲ卒業シタ者ガ、引払



























































































































稲シテ此秘ノ工業ヲ輿サンニハ資本知識ノ二者ナカルヘカラス、資本 不足ヲ翠ヘサルモ知識ノ倣乏ヲ翠フルトキ 之 利用スルコト能ハス比レ 育ノ巴ムヘカラサル所以ナリ方今欧米ノ諸国鋭な工業教育ノ制 施設シ為メ一一銭万ノ財ヲ臨時シテ顔、、、ス近年英国カ委員ヲ大陸-一派シテ其技芸教育ヲ視察セシメタルカ如キ
日モ他国ニ後レサランコトヲ勉ムルノ認以テ見ルヘシ我邦工業教育ヲ
施スノ所唯工科大学東京工業学校アルノミ工科 学ハ主ト テ 附ヲ養成 来京工業学校ハ機工長ヲ養成ス然レトモ此レ未タ以一ア多数/生徒ヲ養ブニ足一フス則チ工業学校ヲ地方一一増設スルハ亦災一三
fB
ノ急務ナリ災位置ニ至テハ工業繁

























































































リタイノハ其学科ノ種類ハドウ去フ ニスル デスカO政府委員(牧野伸顕君)ツニ加レテ居リマス、機械工芸'必ト化学工芸部トニツニ大別シテ、共内学科ガ叉細別 ナツテ賠リマス、機械ノ方
ソレハ学利カ





























ト一去ブコトガマア綴ク私ノ熱心ニ考ヘル所デ、若シ円だガ猶予ニデモ ルト大阪ノタメ 一甚グ恰ムノデアル、大阪/工業ノ発迷 皆 諸殺そ御熟察ノ通
F出品〈一一
大阪工業学校長IJ立に関する資料103 










歩イタ外間人ガ日本デハ冬丈ケ溜ヲ仕込ンデ、後ノ一一一期ハ所論社氏ト一一品ブ機工ヲ遊バセテ霞キ、ソレカ一ブ桶並ニ外ノ機械モプセテ居ルコト 不利益ナルヲ知行ノ、氷ノ作用デ造沼ヲスレバ四時トモズツト出来ルシ、利益モ甚ダ大ナリ 云フノデ横浜デ中文相関製造ヲ企テタコトガプリマス、尤ソレハ外務大践ノ心配 漸ク抑ヘマシタガ、共外ニモ外 デ色々取調シタリ、又臼木/一偽造法ヲ改良シタラ莫大ノ利益ガアルト一五ア一家ノ考述サヘプリマス 叉泊ノ酸敗ヲ防グ化学的ノ作
mm
ノ如キ、是等ノコトハ一ツ試験ヲシタイト思フコトデゴザイマス、マア










カヌ、今度ノ御調デハ学科ハ卑近 ヤウデアリマスガ 追々尚子 程度 進メテ行クノデアジマスカO文部大霞(井上毅殺)
イェ、追立地メル積リ モナイデスガ
マア一一一通リ














































































































































































































































































府ハ間川窓セザルベシ、又建 案トシテ捻出スルハ必メシモ不可ナリト一五フニアラザレドモ、良好ノ結果ヲ得 能ハザルベシ、故ニ事ロ大阪市ヨリ〆共創立資ノ半額ヲ負担ストノ条件ヲ付シ競阪スルヲ可ナリト認ムトノ訟見ナ シ、要スル-一如何ナル方法一一依ルモ目的ヲ達セザルベカラズト思惟シ、経過ノ概略ヲ市参背中会 一定報シ霞キタリ 市シテ衆議院議員前川綴造・輩出文一 郎ノ両氏ニモ協議セシガ、前川氏ハ既ニ建議案ト 提出スル考案ニテ其草案モ脱稿セ ヲ以テ直ニ提出スベシトノ怒見一一シテ、史郎氏ハ出米符ルナラバ政府 ト テ提出セシムベキ意向ナジ モ、到底望ミ得ベカラザルニ依リ己ム 符ズ副総議案 シテ提出スルノ外ナシト一五フニ帰務シ、一仰シテ提出セパ約八十人ノ賛成ヲ符ル見込ナルヲ以テ、本月一日 書記官ノ手許迄提出スルコト、シ本月一日怒記官日一沼会シ予メ計ル所プリシニ、設記官ハ本件ハ全然絶望 ベキモノニア一ブズシ日ア、此妥務ヲ術ピ広'偽へ出張 タル者プレパ、新出時見合シテハ如何トノ主意ニ依リ向日提出スルコトヲ猶予シ、翌 松村九兵衛氏ト共ニ文部大医 官会 訪ヒタルニ、生憎不在日一 テ会見スルヲ得ザリシモ同大医の意 議記宮ノ一日両日一徴スルニ一将二一間一際ノ必要ナク務ロ大蔵省ノ意向ヲ磯メ霞ク 得策ナリト公フ一一在ルモノ、如シ、乃チ本同只ハ大蔵省ニ抵リ交渉セシニ前日ノ…一一日 同 ニシテ文部省ノ尽力ニ依リ絡ボ実行ノ巡-一変ルベシトノコトナジシヲ以テ之 信総シ、ソレヨリ炎族院 交渉 霞クヲ得策ナリト思惟 、中川附信行氏 介シテ近衛公爵三郎謁シ懇願シタルニ、公爵そ本市ノ事悩三叫いきブレ尽力スベ ト明言セレ尚鈴木霊述、末広重水、折岡兼至、川島
uM附氏等ヲ歴訪セリッ、以上ノ経過ナル
ヲ以テ政府案トシテ提出セラ レバ議会ノ協賛ヲ得 ニハ延供スル必妥ナノ見込ナ ドモ政府ノ同意ヲ得ルハ却テ凶難ナリト思考ス、市シ 翁阪市
Mヲ提
出スルコトハ建議策ノ提出セラレタ 後 モ差支ナク之 関シテハ松村、前川阿氏ニ依頼シ建議袋ヲ提出スルカ先、ツ訪問側議ヲ提出スルカ 臨機ノ処援ヲ執

































O前川際法務(百六十間番)水員始メ十一名 人々ヨリ挺山山致シマシタ所ノ此工栄学校日一関シマスル建議案デゴザイマスガ、走ハ御承知/知山ク第六議会ノ時分ニハ予算然トシテ出 シテ、サウシテ本会デ以テ会会一致ヲ以テ可決シタ一所ノ案デゴザリマス、別チ此大阪一一工業学校ヲ設佼ヲシ 、サウシテ災経政ノ||







ルヨリ外一一策ハナ ノデゴザイマス、所ガ之ヲ大阪-一怪グト一広ブコトニ就キマシテペ即チ数多ノ期化的ガゴザイマスル、今川平簡一一共理由ヲ山中シマスレパ 則チ大阪ハ工業ノ非常-一発途シタ所デア ト云フコトガ、第一/波山デア 、統計一一
-m
ヅテ日比マシテモ、此工業ノタメニ資ス所ノ、工業ノタメニ会社紫クハ一




ゆスマデモナイ実際司一就イテ学問デ イマスカラ、限ア 所 尚子校 以テ机ノ上デ教ヘルト云フコトデナ夕、実地ニ就イテ学問ヲスルコトガ艇メテ必
MVM
ナ









































































































工梁教育ノ発途ヲ図リタイ、悶出テ当議会日一於一ア此設計予算ヲ発セ一プレンコトヲル大阪市ニ於テ、望ムト云フノ趣怒デゴザリマス、委員会ハ大体 一 於キマシテ、此建議案ヲ採用スルコトニ決シマシテゴザリマスガ 提出者ノ怠ノ如夕、当議会一一此 裟ヲ求メルト云フコトハ、今日ノ場合如何デアラウカト一広フ考ヲ以チマシテ、段んべん審議ノ米此建議集中「本郊ノ」ト一広フ一二中
Tヲ削除スルコトニ全会一致ヲ以一ア、決
シマシテゴザリマス、大体ノ御報告ハ楚ダケデゴザリマスルガ、御参考ニちょっと述ベテ霞キマ ノハ、此学校 目的ハ現時ノ工事ノ状態ニ従ヒマシテ、有用ナル技術者ヲ養成シヤウ 一広 目的 ルガ、修業年間 先ヅ閉鎖年ト一広ブコトニ時間メマスル 云ブコトニナリマスルト 本校デ卒 シマシタ生徒ガ底ニ上等ノ職工若クハ職工長トナルコトハ兆一ダ難イ、ソレデ十化学中-一於テハ、此将米実業ノ基礎トナルベキ学科ヲ実地/練習ヲサセマシテ 卒業後ハ一ト皮普通ノ職工- 致シマシテ、段々此実業上相当 経験 積 シメ 上タザノ総工長自一地位ヲ進メサセルヤウナコトニシタラ宜カラウト一公ブ大休学校ノ目的デゴザリマス、学科ハ東京ノ工業学校ト絡んベ肉ジ訳デゴザイマシテ、大別ヲ致シマシテ機械 裟科ト、化学工芸科ト二科-一分チ シテ 機械工芸科ノ方ハ、数学、物理、化学、工共同市法、応 化学、図閥、機械、制獄図 、簿記、ゑ等ノ普通ノ外ニ電気工業 或ハ紡絞機械、共他ノ専修科ヲ
mm
クコトニ致
シマス 叉化学工芸科ノガ 、是ニ属スル普通科ノ外ニ染色、酸造、薬品製造等共他ノ専修科ヲ属セ ムルコトニ致シマス サウシテ生徒ハ此機械工芸科、化学工芸科共ニ百二十名ヲ定員ト致シマシテ、
一筋年一科三一一十名宛募集スル、





市ヨリ子テ其工業学校設置/場合三金レバ、共創設費ノ金額九ソ十万門ト見絞了ア、共半額ハ大阪市ヨリ寄付スルト一広フコトヲ予テ参事会ノ決議ヲ以テ、同府ノ知事カラ山中出 障問リマシタコトヲ承知致シマシ夕、山同ホ本会モ二月一日付ヲ以テ大阪市参事会カラ創設費ノ半額ヲ大阪市デ寄附ヲ致 カラト一広フ請願ガ出マシテ、即チ請願委員長ノガカラ参考トシテ此特別委員ノガへお簡ヲ廻ハサレマシテ、委員会ハ此大阪ノ山中出ヲ認メマシテゴザイマス、先ヅ御報道ハ是ダケデゴザイ スO吉本栄吉沼(六十間番)
私ハ質問デハアリマセヌ、今委員長ノ報告ヲ聴キ
マシタガ、委員会ニ於キマシ モ、 本郷 一一一字ヲ郎ラレ ノハ、誠ニ尤ナトデ、私モ大-一一賛成致 、
MM
シ此三ゆナヲ郎ッタバカリデハ、例ヘバをしろ
いヲシテ顔ニ墨/附イタノヲ気ガ問カヌト云フヤウナ話デアル、故ニ私 下ヨヲ一一一行自ノ「政府ハ速ニ」トナッテ活ル此「迷ニ」ト 気フ 削リタイト考ヘマス、委員会ニ於テ「本期ノ帝閣議会」ト云フコトヲ削ラレタノペ此財政如何ヲ計ッテ茶時機ノ奈ッ よデ致サウ 云フ都デ削ラレタコ ハ無論ノ話デアル、然ル一一「政府ハ速-ごトシテプリマスルト 附機ノ如何ニ拘ラズ悶↑クト一広フ怒味ニナル、サウスルト本期ノ議会ト云プ「本期」ヲ ッテ「速ニ」ト一去フ字ヲ其縦一一夜クト 今 モ議案ヲ出シテ間町内レト斯ウ一広アヤウニモ見エル、出川チ委員会ノ修正ノ怠ニモ途ヒマ ガ放一一、私ハ「悶テ政府ハ時機ア計リ工業学校ヲ大阪ニ創樫スルノ件ヲ協定シ」 致シマスルト、委員会ノ修正ニ 相協とマスル、父サウ致シマ ト、此建議案ト 広ブモノハ 最初ノ関ト 五フモノハ工業学校ヲ設後スルコトハ必
-m古田一シテ、今日ヨリモ設置シナケレバナラヌ












































第一、図下我国ハ清用問ト事アワト雌遠カラスシテ全局ノ大捷ヲ奏シ以テ平和ヲ回復スルニ至ラン市シテ平和ノ後外国 衡ヲ争フヘキハ鉄火 戦一一非スシ 貿開却ノ戦ナリ陥シテ貿易ヲ隆縫ナ一ブシメン 欲セハ須ク允ツ製造工業ヲ振作 ベキコト今認ニ多一一日スルヲ嬰セス今ヤ我国ノ工業 駿巡ノ勢アリト蛾之ヲ欧米諸刷出ニ比スレハ尚ホ容淡ノ遂アルヲ免 ズ殊一一輪近ノヱ栄 進学術ノ応用一一依ルモノ多クシテ我鴎英知識ヲ兵ブ 工人目一乏シ放 一之ヲ養成スルノ学校ヲ関西工業ノ中心タル大阪一一設立 ハ突一三
f日ノ急務トス抑々人物ノ義成ハ一郭一
タニ能グスヘキエ非スシテ必ス数年 歳月 要ス議シ 設立 第六談会ノ時-一夜リテ巴ニ早シトセス然ルユ今日 歪 モ
wM附明日弥久以テ戦争終局ノ後










































































































臼/急務ナリ而シテ其佼絞ハ第一ニ現在工業繁盛ノ地ヲ択フヲ司ト 何トナレハ生徒一ブシテ日夕工業ヲ観察セシムルノ使益アレハナリ大阪ハ近時工業約間関シ間周叉工業 地多シ五間間交通ノ姿区ナ ヲ以テ子弟ノ米 ニ使ナワ
HA
レ大阪
ヲ以テ工業学校/佼佼一一適当ナワトスル所以ナリ明治二十六年中大阪市会ハ大阪ニ工業学校一ブ起ス 枠組議ヲ為シ創設資ノ半額支万円迄ヲ得間スヘシトノ隙訪ヲ為セ 依リニア今此 地ニ工業学校ヲ間関シ機械工宗利及化学工芸科ヲ設ケ ム等 職工及職
HK
ヲ養成スルノ所ト為シ業ヲ中学ル者
































































































百般ノ製煉及廃物利用ノ道ヲ誠シ以テ ノ生産ヲ逃ムルハ出火山一今日ノ急務ナリ而シテ此税/工業ヲ輿サンニハ資本知識ノ二者ナカルヘカラス資本ノ不足 袈ヘサルモ知識 紋乏ヲ妥アルトキ ヲ利川
λ
ルコト能ハス此レ工業教育ノ日
ムヘカラサル所以ナリ方今欧米ノ諸国鋭立エ栄教脊 制ヲ施設 為メニ絞万財マ絞シテ願ミス近年英国カ委員ヲ大随一一派シテ災技芸教育 祝祭セシ タルカ如キ一隠そ他悶ニ後レサランコト 勉ムルノ立以テ見ルヘシ則チ工業竿校ヲ地方ニ増設スルハ出品〈ニ今日ノ急務ナリ共位低ニ…山叫んテハ工業繁践ノ地ヲ
λ
ルヲ























3 23 3 1   3 量議







































































































































































之カ創立/資額ヲ掲載セシモ議決一一一尚北一ブス一得ヒ同年度予定経政追加要求計四一指紋セシモ亦議決-一一会ラス然ルニエ栄 発達進歩ヲ問問ルニ於テ工業教育ノ急妥ハ輿論ノ認ムル所ニシテムホ校ノ創立ハ 日そ緩Fスヘカラサルコト多一一一日ヲ待タサルヘシ殊ニ第八回帝国談会一一於テ衆議院ハ速ニ本校 設校センコトヲ建設セリ依テ二十八年皮予定経費追加要求書ニ於テ校舎ノ建築及総械刷所兵新調/資額ヲ抑制裁シ同年皮ヨリ設備一 若手 二十九年九月ヨワ授梁ヲ開始セン
ト
7、































































































































コトハ山山米ヌヤウナ右総ニナツ 間的リマス、ソレハ一般 エ梁ノ発途ノ有総トシテ見テ印刷ルガ、尚子校ヲ絞持シ一ア役キマスニハ生徒渉終ナドノ刑制限ガアリマシテ、大仮工梁学校日一於テハ二十九年ノ、郎チムホ年ノ九月カラ授業ヲ始メタイト云フノデ、本年授梁ヲ開始シマセヌト一以フト、叉ソレ 一年延ピマスヤウナ訳ニナリマス 生徒ノ卒業力了皮
年間ダケ後遡シニナリジマス、今日ノ場合ニ於












































被シメ次第一 位置ヲ逃マ ムルト云フコトハ、卒業以上ノ人ハ生徒自身ガ斯ウ云ア目的デシナケレパナ一ブヌト 広フ泣味デアワマ カO政府委員(牧野仲間断殺)ソレハサウデアワマス、烈解シテ居リマシタガ、御尋通リデプリマスO(大竹釘一君)先刻中い州沼カラ質疑ノアツタ如ク、大阪工業学校ヲ此追加予






シタノガ、今度デ巳…一、三郎デア デゴザイマシテ、此前ノ叫吋そ追加予算トシテ山山シタコトガプリマス 、此設俊氏 半額ト云フモノハ大奴市カラ容間スルノデプリマス、大阪市 モ己ニ議決シテ、移行ツニ此工業ノ発迷上必要デアルカラ、円
γクシテ政ヒタイト一以ブコトヲ、度々船艇ヲ致シマスノデ市会ユ於キマ
シテモ、成ルベク年皮内ニ建立シタイ}一広ブ議決ヲシテ、年度内一一述バセタイト一以ブコトデプル、ケレドモソレモ止ムヲ得ヌ事的デ、今日記一巡延シテ胎ス次第デゴザイマスガ、今日ニ奈ツテモ至急一一学校ノ設立ヲシテ絞ヒタ ト云ブコトヲ、度々ノ請願モ リ 叉建築ガ九月迄ニ山山米ルヤウニシタイト云フコトデアリマシテ、災時総築ハ木造デアリマシ 、工事殴仔者ノカデモ蒋リユ九月迄ニハヤリタイト云フ計磁ヲ立テ、活ルノデアリマス、敷地ノ如キモ己ニ選定ハ出米一ア間的リマ カラ 今日ハ追加予算トシテ請求シテアリノマス デ、辞退ノ二十九年度ノ予算ト別々ニ 提出吋ノシマシタノデ、町北 率一一シテ通過シマスレミ、
ノ
阿川丸止ガ捗リノモ笠ク時日モ嬰スルコトガドウシテモ少ナイ訳デアラウ























云フコトニ就イ ハ、何カ外ニ立味ガプルヤウニ忠ヒ スカラ、先刻シタ次第デアリマ 、ん
γノ御話デプリマスト先ヅ水浴カラ山米ヤウト云ブコ
トデプリマスノデ、ソレハ銘々ノ考ヘダケノコトデ、思 考 ハ九月迄 新築
応州内吋






















。(秋附義一対)イトえツ御話一一モ約一ブズ、授業年間山ガ長イヤウニナツテ跨リマ ガ・:。政府委員(牧野仲間山刑判 込ハ大阪ノガハ余抑制共生徒ノ年齢ガ ダ低イ ソレグ年齢ガ低イト一去フト、学科ヲ授業スル一一モ余程倒
tM地デプリマス、専門家ニ凶
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